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6. 論文で見る附属天文台の研究成果 

6.1 附属天文台の代表的論文の抄録 

 宮本正太郎博士の代表的論文4編以外は、被引用数上位25位までの代表的論文（1980年以後出版）。 

 

 

（解説）コロナの温度が 100～200 万度であることを世界で最初に正確に示した論文。 
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（解説）火星の大黄雲の動きから偏東風を発見した論文。 

 

 

（解説）宮本博士による月観測の代表的論文。 

 

ICARUS 3, 486-490 (1964) 
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（解説）宮本博士による火星観測の代表的論文。 

 

 

（解説）花山・飛騨天文台関係者論文の被引用数ベスト 25 でトップ（引用数 108）の論文。 

ICARUS 5, 360-374 (1966) 
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（解説）「太陽フレアの写真分光観測の頂点をきわめた」（R. Canfield et al. 1990) と絶賛された 

歴史的論文。飛騨 DST 観測論文の中では最も被引用数が多い（引用数 96）。 

 

 Nature, 316, 422. (1985) 

 

 

（解説）「フレア現象 155 日周期も」と新聞で大きく報道された。p. 56 の新聞記事参照。 
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 Nature, 434, 478 (2005)  

 

（解説）「太陽表面スパコンで再現」、「博士論文で新理論」などと 

多くの新聞で報道された。pp. 70-71 の新聞記事参照。 
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（解説）moustaches とは Ellerman bombs の別名。p. 127 に Kurokawa et al.(1982, Solar Phys. 79, 77)で

発表された Ellerman bombs の素晴らしい Hα写真が紹介されている。 


